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平成２８年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」について（詳細版）

Ⅰ 暴力行為の発生状況（公立の小・中・高等学校） ※（ ）内数値は前年度

７９６件（前年度５１６件）小４４６件(１７４)、中３２６件(３２２)、高２４件(２０)

※前年比 ２８０件増（５４．３％増）

校種別 公立小学校 公立中学校 公立高等学校 公立合計 県（国公私立） 全国（国公私立）

発生件数 発生件数 発生件数 発生件数 合 計 1000人あた

年度 (1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) りの発生件数

H24 ７３(2.0) ２０６(10.9) ４４(2.8) ３２３(4.5) ３４０（4.5） ４.１

H25 ８７(2.4) ２７６(14.8) ２３(1.4) ３８６(5.4) ４１０（5.3） ４.３

※２３(1.5) ※３８６(5.5)

H26 ７６(2.1) ２７６(14.8) ３２(1.9) ３８４(5.4) ３９５（5.2） ４.０

※３２(2.1) ※３８４(5.6)

H27 １７４(5.0) ３２２(17.5) ２０(1.2) ５１６(7.4) ５２９（7.1） ４.２

※２０(1.4) ※５１６(7.6)

H28 ４４６(12.8) ３２６(18.1) ２４(1.5) ７９６(11.5) ８２１（11.0） ４.４
※２４(1.6) ※７９６(11.8)

(平成25年度以降の数値は通信制高校を含む。※は通信制高校を含まない数値）

（１） 暴力行為を起こした児童生徒が在籍する学校数 ※( )内数値…前年度

学校内 １３８校(１０７) 〔小７１(48)、中５２(45)、高１５(14)〕

学校外 １７校( １２) 〔小１１( 5)、中 ５( 5)、高 １( 2)〕

（２） 形態別 ※( )内数値…前年度

①対教師暴力 １１３件( 52) 〔小 ６５( 21)、中 ４４( 29)、高 ４( 2)〕
加害児童生徒数 ８２人( 35) 〔小 ５３( 14)、中 ２５( 19)、高 ４( 2)〕

②生徒間暴力 ５３０件(350) 〔小３３３(123)、中１８０(210)、高１７(17)〕

加害児童生徒数 ５７９人(395) 〔小３４７(141)、中２１２(233)、高２０(21)〕

③対人暴力 １５件( 5) 〔小 ７( 1)、中 ８( 3)、高 ０( 1)〕

加害児童生徒数 １７人( 5) 〔小 ５( 1)、中 １２( 3)、高 ０( 1)〕

④器物損壊 １３８件(109) 〔小 ４１( 29)、中 ９４( 80)、高 ３( 0)〕
加害児童生徒数 １６５人(127) 〔小 ６０( 39)、中１０２( 88)、高 ３( 0)〕

平成２９年１０月２７日

教育指導課 子ども安全支援室

担当者：室長 村本 愛治

電話：0852-22-6842
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（３） 加害児童生徒の学年別内訳

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３･４ 合計

H27 16 22 46 36 41 34 122 139 82 11 9 4 562
男子 (13) (20) (45) (32) (36) (28) (119) (136) (78) (11) (9) (3) (530)

女子 (3) (2) (1) (4) (5) (6) (3) (3) (4) (0) (0) (1) (32)
H28 50 84 104 93 56 78 125 124 102 14 11 2 843

男子 (37) (77) (97) (76) (54) (71) (112) (109) (92) (13) (11) (2) (751)

女子 (13) (7) (7) (17) (2) (7) (13) (15) (10) (1) (0) (0) (92)

（４） 小・中学校及び市町村教育委員会で出席停止の措置がとられた児童生徒

０人 (平成27年度 ０人)

（５） 高等学校で退学、停学、訓告等の措置がとられた加害生徒数

退学・転学 停学 謹慎 訓告 合計
（懲戒処分としての退学） その他

H27年度 0 0 10 11 3 24

H28年度 0 １ 19 0 4 24

（６） 加害児童生徒に対する関係機関の措置別人数

校 種 警察の補導 家庭裁判所 少年刑務所 少年院 保護観察 児童自立支援施設 児童相談所 合計

Ｈ 小学校 ０ ０ ― ０ ０ ０ １ １

27 中学校 ２ ２ ― ０ １ １ ６ １２

年 高 校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｈ 小学校 １ ０ ― ０ ０ ０ ２ ３

28 中学校 ４ ２ ― ０ ０ １ ３ １０

年 高 校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
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Ⅱ いじめの発生状況（公立の小・中・高等学校及び特別支援学校）

認知件数１，６１８件（前年度９５４件) ※前年比 ６６４件増（６９．６％増）

＜公立学校＞

校種別 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 国公私立合計

認知件数 認知件数 認知件数 認知件数 合 計 （1000人あたり）
(1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) (1000人あたり) 県 全国

年度 （国公私立） （国公私立）

H24 215(5.9) 143(7.6) 88(5.7) 12(13.0) 458(6.4) 473（6.1） （14.3）

H25 135(3.7) 140(7.5) 48(2.8) 5( 5.3) 328(4.5) 344（4.4） （13.4）

※48(3.2) ※328(4.6)

H26 389(10.9) 204(11.0) 69(4.2) 23(24.1) 685(9.6) 703(9.1) （13.7）

※69(4.6) ※685(9.8)

H27 532(15.2) 299(16.2) 93(5.7) 30(31.5) 954(13.5) 985(13.0) （16.4）

※69(4.6) ※685(9.8)

H28 1,027(29.5) 422(23.4) 113(7.0) 56(58.3) 1,618(23.1) 1,643 （23.9）

※113(7.7) ※1,618(23.6) (21.8)

(平成25年度からの数値は通信制高校を含む。※は通信制高校を含まない数値）

（１） いじめを認知した学校数 ※( )内数値…前年度

２５５校 (２０７) 〔小１４１(114)、中７５(65)、高３３(24)、特６(４)〕

（２） 警察に相談・通報した学校数･件数 ※( )内数値…前年度

学校数 ９校(４)〔小０(1)、中 ７(2)、高２(1)、特０(0)〕

件数１８件(４)〔小０(1)、中１６(2)、高２(1)、特０(0)〕

（３） いじめの現在の状況

解消しているもの
解消に向けて取組中 その他 計

（日常的に観察継続中）

小学校 ９９３ ３１ ３ １，０２７

中学校 ３４３ ７７ ２ ４２２

高等学校 ９６ １４ ３ １１３

特別支援学校 ５６ ０ ０ ５６

計 １，４８８ １２２ ８ １，６１８

（４） いじめの認知件数の学年別内訳

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高3･4 特 合計

H27 53 68 101 98 108 104 164 106 29 49 28 16 30 954

男子 (34) (38) (70) (52) (57) (48) (108) (64) (16) (26) (17) (9) (16) (555)

女子 (19) (30) (31) (46） (51) (56) (56) (42) (13) (23) (11) (7) (14) (399)

H28 143 163 184 209 173 155 213 145 64 64 35 14 56 1,618

男子 (78) (113) (110) (114) (100) (78) (120) (73) (32) (36) (13) (8) (34) (909)

女子 (65) (50) (74) (95) (73) (77) (93) (72) (32) (28) (22) (6) (22) (709)
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（５） いじめの発見のきっかけ

学校の教職員等が発見（292件） 学校の教職員以外からの情報により発見（662件）

学級担任 学級担任 養護教諭 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾ アンケー 本人から 当該児童 児童生徒 保護者（本 地域の住民 学校以外の その他（匿
が発見 以外の教 が発見 ﾗｰ等の相 ト調査な の訴え 生徒の保 （本人を 人補保護者 からの情報 関 係 機 関 名による投 合計

職員が発 談員が発 ど学校の 護者から 除く）か を除く）か （相談機関 書など）

見 見 取組によ の訴え らの情報 らの情報 を含む）か
Ｈ り発見 らの情報

２ 小 94 19 3 0 12 152 163 45 39 2 3 0 532

７ 中 39 32 6 0 16 99 55 29 20 0 2 1 299

年 高 5 0 1 0 48 13 8 6 5 0 7 0 93

度 特 7 10 0 0 0 11 0 1 1 0 0 0 30

計 145 61 10 0 76 275 226 81 65 2 12 1 954

Ｈ 学校の教職員等が発見（439件） 学校の教職員以外からの情報により発見（1,179件）

２ 小 160 36 7 0 36 440 230 68 33 6 10 1 1,027

８ 中 51 43 4 1 17 135 95 63 11 1 0 1 422

年 高 5 3 1 1 48 37 12 4 2 0 0 0 113

度 特 10 11 0 0 5 12 14 3 1 0 0 0 56

計 226 93 12 2 106 624 351 138 47 7 10 2 1,618

（６） いじめられた児童生徒の相談の状況（複数回答）

学級担任に相 学級担任以外 養護教諭に相 スクールカウ 学校以外の相 保護者や家族 友人に相談 その他（地域 誰にも相談し

談 の教職員に相 談 ンセラー等の 談機関に相談 等に相談 の人など） ていない 合計
談 相談員に相談

Ｈ 小学校 361 52 29 12 4 251 18 1 34 762

２ 中学校 208 60 36 20 4 95 21 1 16 461

７ 高 校 56 15 9 7 7 16 5 0 12 127

年 特 支 26 3 0 0 0 3 0 0 2 34

度 計 651 130 74 39 15 365 44 2 64 1,384

Ｈ 小学校 732 89 51 12 13 292 26 6 64 1,285

２ 中学校 242 84 44 18 6 134 57 2 55 642

８ 高 校 74 31 17 12 2 25 19 0 11 191

年 特 支 19 11 0 0 0 12 5 1 11 59

度 計 1,067 215 112 42 21 463 107 9 141 2,177
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（７） いじめの態様（複数回答）

冷やかし、か 仲間はずれ、 軽くぶつから ひどくぶつか 金品をたから 金品を隠され 嫌なこと、恥 パソコンや携 その他

らかい、悪口、 集団による無 れる、遊ぶふ られる、叩か れる る、盗まれる、 ずかしいこと、 帯電話で、誹
脅し文句、い 視をされる りをして叩か れたり蹴られ 壊される、捨 危険なことを 謗中傷やいや 合計

やなことを言 れたり蹴られ たりする てられる されたりさせ なことをされ
われる たりする られたりする る

Ｈ 小 311 70 121 48 5 35 60 6 27 683

２ 中 178 54 50 22 10 16 53 19 19 421

７ 高 65 15 13 3 1 1 11 22 2 133

年 特 15 4 6 2 0 3 1 1 0 32

度 計 569 143 190 75 16 55 125 48 48 1,269

Ｈ 小 552 109 203 87 7 63 90 4 81 1,196

２ 中 232 57 76 22 11 62 49 43 15 567

８ 高 74 17 5 10 2 3 8 16 6 141

年 特 28 3 9 6 1 1 4 13 4 69

度 計 886 186 293 125 21 129 151 76 106 1,973

（８） いじめの対応状況

① いじめる児童生徒への特別な対応（複数回答）

スク－ル 校長、 別室 学級替 退学・転学 停学 出席 自宅 訓 保護者 いじめら 関係機関等との連携 合計
カウンセ 教頭 指導 えをし 懲戒処 そ 停止 学習 告 への れた児童 警察等 児童相 病院等 その他 地域の

ラー等の が指導 した。 た。 分とし の ・ 報告 生徒やそ の刑事 談所等 の医療 の専門 人材や
相談員 した。 ての退 他 自宅 の保護者 司法機 福祉機 機関等 的な関 団体等

がカウ 学 謹慎 に対する 関等と 関等と との連 係機関 との連
ンセリ 謝罪の指 の連携 の連携 携 との連 携

ングを 導 携
行う

Ｈ 小学校 16 95 222 11 － 0 － 0 － 0 391 341 1 2 1 5 4 1,089

２ 中学校 11 56 85 1 0 0 － 0 － 0 257 215 3 4 2 4 0 638

７ 高 校 3 18 27 0 0 1 4 － 4 5 22 14 2 0 0 3 0 103

年 特 支 3 1 26 0 0 0 0 － 0 0 24 22 0 3 0 0 0 79

度 計 33 170 360 12 0 1 4 0 4 5 694 592 6 9 3 12 4 1,909

Ｈ 小学校 21 98 145 1 － 2 － 0 － 0 654 548 0 3 4 4 4 1,484

２ 中学校 8 39 71 1 0 1 － 0 － 1 336 295 3 4 3 7 2 771

８ 高 校 7 15 13 0 0 0 21 － 0 5 50 31 1 0 1 1 0 145

年 特 支 1 0 15 0 0 0 2 － 0 0 20 24 0 6 0 0 0 68

度 計 37 152 244 2 0 3 23 0 0 6 1,060 898 4 13 8 12 6 2,468
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② いじめられた児童生徒への特別な対応（複数回答）

スクールカウン 別室を提供、常時教 緊急避難としての欠 学級担任や他の教職 学級替えをした 当該いじめについ 児童相談所等関係機 合計
セラー等の相談 職員が付くなどして 席 員等が家庭訪問を実 て教育委員会と連 関と連携した対応

員がカウンセリ 心身の安全を確保 施 携して対応
ングを行う

Ｈ 小学校 16 46 2 106 11 39 5 225

２ 中学校 29 20 1 105 1 30 7 193

７ 高 校 7 2 0 10 0 13 0 32

年 特 支 3 7 0 2 0 0 0 12

度 計 55 75 3 223 12 82 12 462

Ｈ 小学校 23 21 2 116 １ 35 2 200

２ 中学校 34 33 0 121 1 51 7 247

８ 高 校 29 7 1 14 0 3 1 55

年 特 支 0 3 0 1 0 0 0 4

度 計 86 64 3 252 2 89 10 506
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（９） いじめ防止対策推進法に関して (※平成２９年３月３１日時点の状況)

① いじめ防止対策推進法第１３条に基づく「学校いじめ防止基本方針」を策定した学校数(公立)

・小学校２０５校(100%)、中学校９８校(100%)、高等学校４１校(100%)、特別支援学校１２校(100%)

② いじめ防止対策推進法第２２条に基づく「学校におけるいじめの防止等の対策のための組織」を

設置した学校数(公立)

・小学校２０５校(100%)、中学校９８校(100%)、高等学校４１校(100%)、特別支援学校１２校(100%)

③ いじめ防止対策推進法第１２条に規定する「地方いじめ防止基本方針」を策定した自治体数

・島根県は策定済

・島根県１９市町村の状況(単位：市町村)

策定済(１８) 策定に向けて検討中(１) 策定するかどうかを検討中(０) 策定しない(０)

④ いじめ防止対策推進法第１４条１項に規定する「いじめ問題対策連絡協議会」を設置した自治体

数

・島根県は条例により設置済

・島根県１９市町村の状況(単位：市町村)

条例による設置(１２) 条例による設置ではないが、法の主旨を踏まえた会議体を設置(１)

設置に向けて検討中(４) 設置するかどうかを検討中(０) 設置しない(２)

⑤ いじめ防止対策推進法及びいじめ防止基本方針に基づき、条例により「重大事態」の調査又は再

調査を行うための機関を設置した自治体数

＜島根県＞

ア 教育委員会の附属機関

・島根県は条例により設置済

イ 地方公共団体の長の附属機関(法第３０条第２項の附属機関)

・島根県は条例により設置済

ウ 地方公共団体の長の附属機関(法第３１条第２項の附属機関)

・島根県は条例により設置済

＜島根県１９市町村＞

ア 教育委員会の附属機関

・島根県１９市町村の状況(単位：市町村)

設置済(１６) 設置に向けて検討中(２) 設置するかどうかを検討中(１) 設置しない(０)

イ 地方公共団体の長の附属機関

・島根県１９市町村の状況(単位：市町村)

設置済(１４) 設置に向けて検討中(１) 設置するかどうかを検討中(３) 設置しない(１)
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Ⅲ 小学校及び中学校における長期欠席の状況（公立）

不登校の児童生徒数７８１人（前年度 ６９９人）※前年度 ８２人増（１１．７%増）
小学校２２０人(前年度１９２ 人)、中学校５６１人(前年度５０７人)

（１） 理由別長期欠席者数（小学校）

理由別長期欠席者数
在籍者数

病気 経済的理由 不登校 その他 計

H26年度 35,602 44(0.12%) 0(0.0%) 183(0.51%) 63(0.18%) 290(0.81%)

H27年度 35,072 35(0.10%) 0(0.0%) 192(0.55%) 64(0.18%) 291(0.83%)

H28年度 34,808 39(0.11%) 0(0.0%) 220(0.63%) 95(0.27%) 354(1.02%)

理由別長期欠席者数（中学校）

理由別長期欠席者数
在籍者数

病気 経済的理由 不登校 その他 計

H26年度 18,620 42(0.23%) 0(0.0%) 533(2.86%) 56(0.30%) 631(3.39%)

H27年度 18,416 55(0.30%) 0(0.0%) 507（2.75%) 68(0.37%) 630(3.42%)

H28年度 18,026 48(0.27%) 0(0.0%) 561（3.11%) 100(0.55%) 709(3.93%)

（２） 不登校児童生徒が在籍する学校数

平成２６年度（３１４校(小215、中99校)のうち）・・・・１５９校〔小８３校、中７６校〕

平成２７年度（３０８校(小210、中98校)のうち）・・・・１５６校〔小８０校、中７６校〕

平成２８年度（３０３校(小205、中98校)のうち）・・・・１６３校〔小８８校、中７５校〕

（３） 不登校児童生徒の学年別内訳

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計

H26年度 6 5 20 35 59 58 130 190 213 716

H27年度 7 12 20 40 54 59 121 185 201 699

H28年度 7 19 30 41 56 67 158 184 219 781

（４） 不登校児童生徒のうち前年度不登校の有無

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計

不登校数 ７ 19 30 41 56 67 158 184 219 781

有 ― 5 9 16 21 42 36 98 148 375

無 ― 14 21 25 35 25 122 86 71 399
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（５） 不登校の要因 平成２８年度

小学校 中学校

分 学校に係る状況 家 分 学校に係る状況 家

類 い いじめ 教職員 学 進路に クラブ 学校の 入学、 庭 類 い いじめ 教職 学 進路 クラブ 学校の 入学、 庭

別 じ を除く との関 業 係る 活動、 決まり 転編入 に 別 じ を除く 員と 業 に係 活動、 決まり 転編入 に

児 め 友人関 係をめ の 不安 部活動 等をめ 学、進 係 生 め 友人関 の関 の る 部活動 等をめ 学、進 係

童 係をめ ぐる問 不 等への ぐる問 級時の る 徒 係をめ 係を 不 不安 等への ぐる問 級時の る

数 ぐる問 題 振 不適応 題 不適応 状 数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状

題 況 題 る問 況

題

「学校における人間関係」に課題 40 1 25 5 3 0 0 0 1 7 104 4 85 3 16 1 11 0 4 17

「あそび・非行」の傾向がある 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 4 1 5 2 0 5 3 13

「無気力」の傾向がある 50 0 6 0 10 2 0 1 1 35 132 0 19 0 40 9 5 3 6 56

「不安」の傾向がある 75 0 15 0 16 5 0 1 3 39 207 0 66 1 46 18 7 1 10 43

「その他」 55 0 4 0 5 2 0 0 2 32 93 0 7 2 12 3 2 0 4 35

計 220 1 50 5 34 9 0 2 7 113 561 4 181 7 119 33 25 9 27 164

平成２７年度

小学校 中学校

分 学校に係る状況 家 分 学校に係る状況 家

類 い いじめ 教職員 学 進路に クラブ 学校の 入学、 庭 類 い いじめ 教職 学 進路 クラブ 学校の 入学、 庭

別 じ を除く との関 業 係る 活動、 決まり 転編入 に 別 じ を除く 員と 業 に係 活動、 決まり 転編入 に

児 め 友人関 係をめ の 不安 部活動 等をめ 学、進 係 生 め 友人関 の関 の る 部活動 等をめ 学、進 係

童 係をめ ぐる問 不 等への ぐる問 級時の る 徒 係をめ 係を 不 不安 等への ぐる問 級時の る

数 ぐる問 題 振 不適応 題 不適応 状 数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状

題 況 題 る問 況

題

「学校における人間関係」に課題 42 0 34 3 1 0 1 1 3 3 78 2 66 4 10 3 7 0 6 11

「あそび・非行」の傾向がある 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 1 0 0 1 0 0 0 7

「無気力」の傾向がある 45 0 6 1 12 0 0 2 1 24 125 0 15 2 44 14 3 5 9 53

「不安」の傾向がある 59 0 13 1 4 1 0 0 3 22 202 0 54 1 38 19 5 1 19 44

「その他」 46 0 2 0 1 0 0 1 1 26 91 0 10 1 9 6 4 0 8 27

計 192 0 55 5 18 1 1 4 8 75 507 2 146 8 101 43 19 6 42 142
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（６） 不登校児童生徒への指導結果状況

○指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒

・平成２８年度 不登校児童生徒７８１人のうち２４８人 〔小 62人、中 186人〕

・平成２７年度 不登校児童生徒６９９人のうち２６０人 〔小 75人、中 185人〕

・平成２６年度 不登校児童生徒７１６人のうち２３６人 〔小 64人、中 172人〕

○継続した登校には至らないが好ましい変化がみられるようになった児童生徒

・平成２８年度 不登校児童生徒７８１人のうち１４９人 〔小 47人、中 102人〕

・平成２７年度 不登校児童生徒６９９人のうち１２８人 〔小 37人、中 91人〕

・平成２６年度 不登校児童生徒７１６人のうち１４６人 〔小 38人、中 108人〕
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Ⅳ 高等学校における長期欠席の状況等（公立）

不登校の生徒数 ２０８人(全日制130人、定時制78人)

（前年度 ２００人） ※前年比 ８人増（４．０％増）

（１） 理由別長期欠席者数 （全日制及び定時制高等学校）

理由別長期欠席者数
在籍者数

病気 経済的理由 不登校 その他 計

Ｈ２８ 14,629 55(0.38%) 1(0.01%) 208(1.42%) 17(0.12%) 281(1.92%)

Ｈ２７ 14,621 49(0.34%) 4(0.03%) 200(1.37%) 47(0.32%) 300(2.05%)

（２） 不登校児童生徒が在籍する学校数

平成２８年度（３９校(全日制36校、定時制3校)のうち）・・・・３１校〔全28校、定3校〕

平成２７年度（３９校(全日制36校、定時制3校)のうち）・・・・３３校〔全30校、定3校〕

（３） 不登校生徒の学年別内訳

全日制 定時制

１年生 ２年生 ３年生 単位制 合計 １年生 ２年生 ３年生 ４年生以上 単位制 合計

Ｈ２８ 59 44 22 5 130 0 0 1 0 77 78

Ｈ２７ 68 49 30 5 152 1 0 1 0 46 48

（４） 不登校生徒のうち前年度不登校の有無

全日制 定時制 合計

高１ 高２ 高３ 単位制 高１ 高２ 高３ 単位制 合計

不登校数 59 44 22 5 0 0 1 77 208

有 26 20 9 0 0 0 1 38 94

無 28 23 13 5 0 0 0 39 108

その他 5 1 0 0 0 0 0 0 6
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（５）不登校の要因

平成２８年度

全日制高校 定時制高校

分 学校に係る状況 家 分 学校に係る状況 家

類 い いじめ 教職 学 進路に クラブ 学校の 入学、 庭 類 い いじめ 教職 学 進路 クラブ 学校の 入学、 庭

別 じ を除く 員と 業 係る 活動、 決まり 転編入 に 別 じ を除く 員と 業 に係 活動、 決まり 転編入 に

生 め 友人関 の関 の 不安 部活動 等をめ 学、進 係 生 め 友人関 の関 の る 部活動 等をめ 学、進 係

徒 係をめ 係を 不 等への ぐる問 級時の る 徒 係をめ 係を 不 不安 等への ぐる問 級時の る

数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状 数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状

題 る問 況 題 る問 況

題 題

「学校における人間関係」に課題 24 1 17 1 1 4 0 0 2 2 7 0 7 0 0 0 0 0 0 0

「あそび・非行」の傾向がある 3 0 1 0 1 1 0 0 0 2 7 0 3 0 1 0 0 4 0 1

「無気力」の傾向がある 30 0 3 0 5 5 0 0 3 4 20 0 3 0 6 2 0 0 0 12

「不安」の傾向がある 40 0 6 1 14 8 1 0 2 9 15 0 2 0 2 3 0 0 0 4

「その他」 33 0 0 0 8 10 0 0 0 5 29 0 3 0 2 2 0 0 2 26

計 130 1 27 2 29 28 1 0 7 22 78 0 18 0 11 7 0 4 2 43

平成２７年度

全日制高校 定時制高校

分 学校に係る状況 家 分 学校に係る状況 家

類 い いじめ 教職 学 進路に クラブ 学校の 入学、 庭 類 い いじめ 教職 学 進路 クラブ 学校の 入学、 庭

別 じ を除く 員と 業 係る 活動、 決まり 転編入 に 別 じ を除く 員と 業 に係 活動、 決まり 転編入 に

生 め 友人関 の関 の 不安 部活動 等をめ 学、進 係 生 め 友人関 の関 の る 部活動 等をめ 学、進 係

徒 係をめ 係を 不 等への ぐる問 級時の る 徒 係をめ 係を 不 不安 等への ぐる問 級時の る

数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状 数 ぐる問 めぐ 振 不適応 題 不適応 状

題 る問 況 題 る問 況

題 題

「学校における人間関係」に課題 38 1 32 0 2 1 5 0 1 2 8 0 5 1 0 0 1 0 1 2

「あそび・非行」の傾向がある 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 3 0 1 0 0 3 0 0

「無気力」の傾向がある 32 0 0 0 12 2 0 1 3 7 16 0 4 0 2 4 0 0 3 9

「不安」の傾向がある 46 0 4 0 7 9 3 0 7 3 10 0 4 0 0 1 0 0 1 3

「その他」 36 0 0 0 4 1 1 0 1 7 10 0 2 0 2 1 0 0 3 5

計 152 1 36 0 25 13 9 1 12 19 48 0 18 1 5 6 1 3 8 19
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（６）不登校生徒への指導結果状況

○指導の結果登校する又はできるようになった生徒

・平成２８年度 不登校生徒２０８人のうち１０５人 〔全 41人、定 64人〕

・平成２７年度 不登校生徒２００人のうち ８５人 〔全 63人、定 22人〕

・平成２６年度 不登校生徒２１９人のうち ８０人 〔全 65人、定 15人〕

○継続した登校には至らないが好ましい変化がみられるようになった生徒

・平成２８年度 不登校生徒２０８人のうち １４人 〔全 7人、定 7人〕

・平成２７年度 不登校生徒２００人のうち ９人 〔全 6人、定 3人〕

・平成２６年度 不登校生徒２１９人のうち １６人 〔全 7人、定 9人〕

（７） 不登校生徒のうち中途退学・原級留置になった生徒数

○中途退学 平成28年度 27人(13.0%)（全日制13、定時制 14）

平成27年度 22人(11.0%)（全日制18、定時制 4）

平成26年度 8人( 3.7%)（全日制 6、定時制 2）

○原級留置 平成28年度 33人(15.9%)（全日制32、定時制 1）

平成27年度 40人(20.0%)（全日制37、定時制 3）

平成26年度 30人(13.7%)（全日制29、定時制 1）
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Ⅴ 高等学校中途退学者（公立高等学校中途退学者）の状況

317人(全日制82人(44人）、定時制23人（18人）、通信制212人（19人）
（前年度81人） ※前年比 236人増(291.4%増）

（１） 退学者数(平成25年度調査から通信制を含む)

Ｈ28 学業不振 学校生活・ 進路変更 病気・けが・ 経済的理由 家庭の事情 問題行動等 その他 合 計
年度 学業不適応 死亡等

全 １年生 1 21 19 1 0 0 0 0 42
日 ２年生 1 6 15 1 0 1 0 0 24

制 ３年生 0 0 8 0 0 1 0 0 9
単位制 0 2 5 0 0 0 0 0 7

合 計 2 29 47 2 0 2 0 0 82

１年生 0 2 0 0 0 0 0 0 2
定 ２年生 0 2 0 0 0 0 0 0 2

時 ３年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0
制 ４年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

単位制 0 6 9 1 0 1 2 0 19

合 計 0 10 9 1 0 1 2 0 23

通信制 1 4 7 1 0 1 0 198 212

合計 3 43 63 4 0 4 2 198 317

Ｈ27 学業不振 学校生活・ 進路変更 病気・けが・ 経済的理由 家庭の事情 問題行動等 その他 合 計

年度 学業不適応 死亡等
全 １年生 1 7 12 1 0 0 0 1 22
日 ２年生 0 4 7 0 1 0 0 2 14

制 ３年生 0 0 4 0 0 0 0 1 5
単位制 1 2 0 0 0 0 0 0 3

合 計 2 13 23 1 1 0 0 4 44

１年生 0 0 2 0 0 0 1 0 3

定 ２年生 0 1 2 0 0 0 0 0 3
時 ３年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

制 ４年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

単位制 0 5 2 0 1 3 0 1 12

合 計 0 6 6 0 1 3 1 1 18

通信制 0 2 6 5 1 5 0 0 19

合計 2 21 35 6 3 8 1 5 81

（２） 懲戒による退学者数

・平成28年度 全退学生徒３１７人のうち０人

・平成27年度 全退学生徒 ８１人のうち０人

・平成26年度 全退学生徒 ９７人のうち０人

（３） 原級留置者数 ※ ( )は前年度

１年生… ３３人（２６） ２年生…３１人(２４） ３年生… ８人（ ６）

４年生以上…０人 ( ０） 単位制… １人( ０） 合 計…７３人（５６）
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Ⅵ 教育相談の状況

教育相談件数３，４８５件(前年度４，１５６件、前年度より６７１件の減)

○県教育機関所管機関の相談件数は３９２件、前年度より１９件減少

○市町村教育委員会所管機関の相談件数は３，０９３件、前年度より６５２件減少

来所相談 電話相談 訪問相談 巡回相談 合計

県教育機関所管
２７７ １１５ ０ ０ ３９２

(301) (110) (0) (0) (411)

市町村教育委員会所管
１，２３７ ７２６ ７１９ ４１１ ３，０９３

(1,272) (1,272) (886) (315) (3,745)

合計
１，５１４ ８４１ ７１９ ４１１ ３，４８５

(1,573) (1,382) (886) (315) (4,156)


